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英語科
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１ 小林高等学校について

クラス編成 普通科５クラス

（探究科学コース・体育コース）

教育課程 １年：英コミュⅠ（３）、論表Ⅰ（２）

２年：英コミュⅡ（４）、論表Ⅱ（２）

３年：コミュ英Ⅲ（４）、英表Ⅱ（２）

課外 平日（夕方週４、４５分）・土曜課外（月１）
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２ 本事業のゴールイメージ

（１）指導と評価の一体化に向けた授業（主体的・対話的で深
い学びを目指した授業）を全学校で実施する

（２）授業において生徒が１人１台端末を積極的に活用すること
ができる。

（３）新学習指導要領実施に伴う評価について全学校が理解し、
観点別評価の３観点をバランスよく評価することができ、評
価を生徒の学力向上及び授業力向上に生かすことができる。
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３ 研究の方向性

（１）指導と評価の一体化に向けた授業（主体的・対話的で深い
学びを目指した授業）を全学校で実施する

（ア）指導と評価の一体化に向けた事業のあり方について
→Can-Doリストに基づく授業作り
→年間計画／単元計画（評価計画）に基づく授業

（イ）主体的・対話的で深い学びの実現
→授業における「知識・技能」と「思・判・表」のバランス
→何を持って「思・判・表」とするかの共通理解
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（２）授業において生徒が１人１台端末を積極的に活用すること
ができる。

生徒／教師のICTの活用について
→場面ごとに活用方法を整理する
（例）一斉学習（教材の提示）、個別学習（思考を深める、家庭学習）

協働学習（話し合い、意見整理、制作）
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（３）新学習指導要領実施に伴う評価について全学校が理解し、観点別評価の
３観点をバランスよく評価することができ、評価を生徒の学力向上及び授
業力向上に生かすことができる。

観点別評価について
→主体的に学習に取り組む態度の評価場面・方法
→生徒の学習意欲向上、教師の授業改善につながる評価のあり方
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４ 本年度の取り組み

（１）指導と評価の一体化に向けた授業づくり

（２）公開授業

①生徒の能力育成につながるICTを活用した授業

②生徒の能力育成につなげる教科横断的または探究的視点を
取り入れた授業
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（１）指導と評価の一体化に向けた授業の流れづくり

① 単元目標提示（Can-Doリストベース）

② 生徒による目標の設定

③ 評価基準の共有

④ 授業（評価場面の設定）

⑤ 単元のまとめ

⑥ 生徒による自己評価

⑦ テスト

⑧ 生徒による振り返り
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① 単元目標の提示

④ 評価場面
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② 生徒目標設定

⑥ 生徒自己評価
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③ 評価基準の共有
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⑤ 単元のまとめ



⑦ テスト

評価問題（案）

○ 次の<TOPIC>に対するあなたの意見を、次の条件に従って書きなさい。

（条件）主張、理由（１つでも可）、具体例、結論を含んだ４つ以上の英文で書くこと。

These days, many companies have cut down a lot of trees to make space for 
solar panels.  Do you think it is a good way to solve the environmental problem?

（採点基準）

点数 文の数 内容 正確さ

５～４
条件を満たした英文が４文以上
書けている。

論理展開が自然で、説得力があ
る。

動詞の形、文構造などの誤りが
ほとんどない。

３～２
条件をすべては満たしていない
が、英文が３文以上書けている。

論理展開が自然である。 動詞の形、文構造の誤りが１～
２箇所ある。

１
条件をすべては満たしていない
が、英文が２文以上書けている。

論理展開がやや不自然である。 動詞の形、文構造の誤りが３箇
所以上ある。

14



⑧ 生徒によるテスト振り返り
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① 生徒の能力育成につながるICTを活用した授業

＜論理表現Ⅱ＞

リスニング、スピーキング活動の支援としてICTを活用

（ア）リスニングで聞き取れた内容をキーワードシェアアプリで共有

（イ）キーワードを元にリスニング内容を深める

（ウ）リテリング内容を録音し、生徒がルーブリックに照らし合わせ、発音、
内容等の確認しながら修正作業をする

（エ）提出された音声を教員がルーブリックに基づき評価
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自己評価
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評価基準



ICTの活用場面
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ICTツール 活用場面 目的 効果

Notta
（文字起こし）

音読活動 音読の文字起こしに
より、発音の正確性
を判定する。

間違った発音を認識
でき、自ら改善に取
り組んだ。

Slido- word cloud
（意見集約）

キーワードの集約 リスニングで聞き取
れたキーワードを入
力し、全体で共有す
る。

聞き取れている単語
の確認と、リスニン
グが苦手な生徒への
手助けとなる。

Deep L write
（文章作成支援）

英文の修正 ライティング・ス
ピーキング内容の文
法修正に使用。

文法的正確さへの意
識づけが行われた。

Quizlet
（フラッシュカード）

単語の確認 音声つきで単語の意
味確認を行う。

授業外での単語学習
が増えた。



②生徒の能力育成につなげる教科横断的または探究的
視点を取り入れた授業
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＜英語コミュニケーションⅠ＞

ライティングの質的向上に対する支援として思考ツールを活用

（ア）ピラミッドチャートを活用し、思考の焦点化・構造化を図る

（イ）ルーブリックに照らし合わせ、ライティング活動を行う。

（ウ）ルーブリックに基づき、教員による評価を行う。
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教科横断・探究的学習のパターン

（１） テーマの横断的活用

（２） コンテンツの横断的活用

（３） 思考スキルの横断的活用
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思考スキルの横断的活用

共通の思考スキルを各教科で指導（思考ツールの活用）

例 「焦点化する」 ピラミッドチャートを用いて考えを焦点化する

「理由付けする」 クラゲチャートを用いて理由を明確にする



ライティングにおける課題

（１）型（主張・根拠・具体例・結論）に沿って書ける
が、内容がない

（２）主張に対する、根拠・具体例に論理的な整合性が
ない
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ピラミッドチャート（焦点化・構造化）24

＜意見の焦点化・構造化＞

①学んだ内容を列挙
②そこからの気づき
③気づいたことをもとに自分の思い、
伝えたいことを考える



評価基準（ルーブリック）
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ライティング評価の変化

評価 Lesson 4（３４人） 評価 Lesson５（３３人）

A １３人 A １９人

B １９人 B １４人

C ２人 C ０人

26

思考ツールを導入する前と後のライティングを比較すると、内容の
質的向上が見られた。



生徒のアンケートより

問１ ピラミッドチャートが役に立ちましたか
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とても役に立った

53%

役に立った

44%

あまり役に立たなかった

3%



問２ ピラミッドチャートを使った感想を書いてください（抜粋）

○文の構成や、必要な部分の取捨選択を行っていく上でとても役に立った。

○習った内容を書き表してみることで自分がどう思ったのかもわかりやすくなり、内容や文
章構成に困らなかった。

○自分が何を書きたいのかや、何を学んだかがわかりやすくなって良かった。

△一度日本語で書き出してみるのはとても良い方法だと感じました。要点だけ書き出すのに
手こずりましたが役に立ちました。

▲ピラミッドチャートを使ってするライティングだと、いつもより文量は増えたけど、ライ
ティングの題によってはそのまま書いたほうが文の構成がし易いように感じた。だから何で
もかんでもピラミッドチャートを使うのではなく、ライティングの題によって使い分けてい
けば役に立つと思った。
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問３ ライティングをする上で困っていることは何ですか（複数選択）
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５ アンケート結果（６月→１２月）

アンケート項目の選択肢は以下の４項目となっているが、大まかな特徴をつ
かむため、できる（ある）／できない（ない）と２項目にまとめて分析を
行った。

１ よくできる（とてもある）

２ まあまあできる（まあまあある）

３ あまりできない（あまりない）

４ まったくない
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６ 次年度に向けて

本年度の研究を通しての課題は以下の通りである。

（１）ICTの活用も教科横断的な学習も、指導と評価の一体化という授業の流れに
適したものでないと形骸化する

（２）何をもって深い学びと考えるか、教科だけでなく学校全体で共通理解が必要

（３）評価（特に主体）の部分が、生徒の変容を促すもののになっているか検証ま
で至らなかった

次年度は以上の課題解決を中心に取り組みたいと考えている。

35




